
安心安全な場をつくるために心がけること（大人のカリキュラム）

津和野町架け橋カリキュラム

期待する子ども像 好奇心から始まり、対話と協働を通して自己実現がはかれる子

項目 フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3 フェーズ4 フェーズ5 フェーズ6

プレイフ（好ル奇ラ心ー）ニング 室且、戸外を問わず、興味•関心を持って自ら環境 友くだ。ちや保育者の姿を見て、興昧関心の幅を広げてい 自し分よのう興と味す、る関。心を他者に知らせ、その面白さを共有 塁¥い環境で生活をする中で、日々の学習や活動に興 探問題究心を解を決もって予っ想とすしたり、試したりして、主体的に な自り発らしの見て経を「験知し則たる芍`  翌閲」 「臼たる考りすえぎ世気面でづ、白新がいたた

i § 

にわる。 もっている。 しよ る。 」関わる る」こを
る。

できること・できなそがうなら新こたとな•や生活っのてみ楽たしいことにト
できること・できなそがうなら新こたとな•や生活っての楽みたしいことにト
ライ＆エラーをし さをみつけ

晶 トライ＆エラー 自ら？厚に関わりながら、自分なりに試行錯誤をし 友ぜだながちやら保、育自者分かならり刺の激考えを受を生けみ、出自そらのう経と験すると織。り交 g 分なり碑を叶議スを立て、友だちと協力しながら自分た できること・できそながうなら新こたと •やってみたいことにト ライ＆エラーをし さをみつけ
る。

で （思考力の芽生え） よう る。 の思い ようとする。
ライ＆エラーをし な生活環境の中で楽しさ

仕る※組。多様みなにつモノいて（道考具ス、•よ自然り物よい•生考えき物を生なみど）出のす性。質や
※自ら塁断した解り決、方みん法なをで試考し禁したりと試面行白錯さ誤を

白 をみつける。
して、りよい ら、その

つ 表現する。
て

IC 

は
リフレクション 友えだに触ちれと一、緒想像に活を動豊をか振に膨り返らる悶で、 他者の思いや考 話分るの。し合思いいのも伝中でえな出がる様ら々よなり意よ見い考や考ええを生を受み出け止そめう、とす自 新の人たな々 集の考団えになっても、 す自分るの。考えを伝えたり、周り き自分の状の行況動や気や考持えち方をの言理葉や由絵に対などしてを用、主い観て表的現にそでのきと 活沿動ま生でをの受か経そけ験入うれをと用たすいてな自分がのら思、体い験を伝しえたたり、 嬰嘉試行錯誤の過程を振り返り、次へ活かそうとする。 え りし ことを

（振り返り） まる。 を聞いたり
る。 にる。

5歳児 第1学年

大 協（協働同性）
し•日た々りの整サ理ーしクたルりタしイ、子ムのど中もで同士、他が児繋のが姿っがて見いえくるこよとうをに意代識弁し よ・友うだなち活と動一の緒展に開1 つのことへ向かっていく達成感を味わえる し•同たじりよ、問うな題目を的解や決課した題りをしもよっうたと仲す間ると。協力して目標を達成 る•新環し境くづ出く会りうをクすラるス。メートや他学年、先生たちと共に活動す 的•自に分関のわ身えのる回よりうのにもすのるや。こと、人に興味をもちながら自発 ラ•子ーどがもでたきちるの環考境えたことややってみたいことのトライ＆エ

事 て関わる。 を心掛ける。

に
し
た

対伝（言話え葉合にいよ）る
言く・子。がど理も解一で人き一る人よのう発に連代段弁階しや、子特ど性もを同見士極のめ対、そ話れをぞ支れえのて発い 足気折・子持しりどた合ちもりやい同相考を士手えつのにをけ対分知ら話かれっをるたる見言上よ守葉でうり援に、互な詈助がいえすらにてる、納説。必得明要でしなきた場るり面点すでるをは見。言相つ葉手けをの、 のが•様安園々心でなのし環て育境発ち（言や＝学し異たびなりをる傾生園聴か）かししたらな集りがでまらっき、た子る集環ど団境もでたづもちく、ーりそを人れ行ひぞうとれ。り に•自伝分えのら思れいるや環考境えづ（く喜り怒を哀行楽う）を。塞ぎ込まずに友だちや先生い 意•自識分しの、対思話いすや考るこえとをの受面け白止さめがて伝もわらえるるよ存う在にすとるな。ることを 考・周えりやの課友題だをち深ゃめ先ら生れとるおよ互ういににす意る見。を共有し合いながら、

言
葉
が
け

→・・・小子ワ園ク勢どにワ一もよク多たるし勢ち人ながに数が安な差ら心ら学、なし集びてい団に生学て向過活級かで風ごえき土するるづ経教環く験室境り差環空な燒間どへの配慮
な

子園ど・校ものの環学境びづやく生り活を豊かにする なを・子振っどてりも返いのるる興様こ味子とやがを発で撮達き影段るし階てよに掲うあ示にっすすたるる環。な境どを、子設ど定もし、が夢自中分にの姿 し・子、他ど者もの同士思がい集に触まっれてる対機話会がをで持きつる。時間を保育の中に殷定 視に・先化すのるし見、。子通どしがも持たてちるがよ協う力にしボてーよドりなよどいを考活え用が生してま情れ報るをよ可う •・興思味って•関い心るのこ広とがをり安や心深しまてり発が言起／こ表る現教で室き環る境環境 ラ・子ーどがもでたきちるの環考境えたことややってみたいことのトライ＆エど

こ•細とかをい意コ識ーしナ、必ー要（目に安応：保じて育再室構に成つき4コーナー以上）を作る ・子どもと目線が揃う椅子の設置する。 ~ 

していく。
． ~ 

~ 

位・机置のに配設握置をす個る別。前向きではなく協働／対話が発生しやすい •学習にかかわる学級文庫を設置する。
・サークルタイムができる場作りを行う。

~ • ・子どもに任せる話し合いを意識する。
・写真・ドキュメンテーションを掲示する。

｀ 
•安心して遊び込める道具（折り紙やマットなど）を配置する。

~ ・グループ、ペア学習を取り入れる。
環・子境ど構も成たにち反一映人さ一せ人るの。興味関心を捉え、保育室内や園 庭の の工・壁振夫やすり棚返るを。り活を用行しってた子りどすもるの中作で品、他を児飾のっ姿たがり、目遊にび入にるつよいうてに 子・先どのも見た通ちしがが協持力てしるてよようり、よボいー考ドなえがど生を活まれ用るしてよ可う視に化するし、。

~ 

環子境ど設もの定学びや生活を豊かにする ラ・子ーどがもでたきちるの環考境えづたくこりとをやすやるっ。てみたいことのトライ＆エ
~ 

も・話見しえ合るしよ1のう過に程保や育、室夢内中にに掲な示っている遊びの様子が他児に ・異年齢と関わるイベントを実施する。
・遊びの過程を記録・掲示する をする。

具 る•よよりう本に物設ら定しすくる、よ。り緻密に様々な素材や道具を自由に使え体
的
な
取
組

姿

ゃ子人寄こ・・きすつれ一りどべっ添てまJもかて.みでうの"（をナ•たに声’見与"づ子い（守くえ気にがどるり持なでも双を・ちい鰐たき.忘）。案ちるを.識がすよ聞するしうくるて•に。． 代きす弁.るす.. ． るは。こ振り返りながら．―

代弁する・まとめる・子どもの声を拾う 支える・まとめる・可視化する ・遊びから始まる学び（生活科中心）を意識する。 •多様性を受け止める言葉がけ、雰囲気を心掛ける。

勢

夢一すE•お中緒ぐI―互-にEがにい解悩クIーーがをラ決むあ味ス。じ迷りのわ訊合うプう•え。。ー。るムとにころを見つける。

仲間と協力することを楽しむ ・わくわく・はてなを生む学習。 ． 
~ 

•指示しすぎない・教えすぎない・否定をしない。 ~ 

~ 

応・す答ぐ）にダメと言わず、意図を伝える（子どもたちが納得いく
大人の姿勢（意識） • 

・子どもの想いを聴く。（感じ取る）
~ 

・子ども同士で解決できるよう見守る。
~ 

• 
【4月～7月】 【8月～11月】 【12月～3月】 【1学期】 【2学期】 【3学期】

振り返り



 

 

＜架け橋事業関係年間計画表＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第(41/回23会-議25（保)小連絡会） 実実践践①①事事後前打ふちり合かえわせり会会 第※を既兼2回存ね会のる議保小連絡会 実実践践②②事事後前打ふちりか合えわせり会会
第実実践践3回③③会事事議後前打ふちりか合えわりせ会会

実践④事前打ち合わせ会 第4回会議

（会各地議体区）

子.••・,.,.亨繭年関評らども山99,—」ld(百すL'リ』」る〇（-9特且1大共JにlJ人J有駈lIのhLn目肛合(口1わ年±L生』) の様子見学含む）

•・共これ同ま実で践のの日指々導や案実作践成について保小から共有 ••共これ同ま実で践のの日指々導や案実作践成について保小から共有 ・共同実践の指導案作成
・・・次次プ年年ログ度度ラ計にム画向にけのつて検いの討て振のり検返証り

内容

架
け
橋 寒例プ践ー）ピマ波ク「春ニ心ッ」安ク全な環境づくり 実例テり践ー）JIIマ②遊「好夏び奇」（心水遊あふびれ）る環境づく

架（委It員橋会全主体導研型修） 
例実テりー践）秋マ③の「好秋森奇」山心遊あびふれる環境づく 実児例践の）学④小校学1探年校検生へのの主期体待性と5歳

ス 共同実践
ケ
ジ
ユ ※・校（子通種ど年をもで越の随え情時て報）子共ど有もやの、姿大を人見のる言・葉知がるけ・環境設定lこついての情報共有

就学則健診 学校体験（お招き会）

l 共通

ル

学校
※・・保子公育の開士姿保のを育関見等わるのり参を観知（る通年） 保・・保体育育験に(体2つH験い)（て半の数研修参(加1H）) 

・振り返り（午睦裏）

※・・教子学員の習姿の公関を開わ見日るりやを研知究る事業への保育士の参観（通年）
公開保育

保育園

（合同実合践同実を行践振ったり返月にり記入）

Period 4・5 6・7 8・9 10・11 12・1 2・3 

国語：はつけんしたよ 国語：おもいだしてかこう 国よ語う：小学校のことをしょうかいし
国語：としょかんはどんなところ 国語：えにつきをかこう

関連する教科 学活：1年生になって 国語：おおきくなった 国語：ことばあそびうたをつくろう
音ぅ楽：さ：おがとしさてがみしよう、ならしてみよ 図（み工つ：うけつたしあたきかでたあちそかぶら） 

図工：おはなしからうまれたよ 国語：一年かんをふりかえろう
図工：カラフルいろみず 図工：すなやつちとなかよし 図（あ工そ：んいだろふいゆろなをかしょたうちかのいかしみよかうら） 

生活科 はるとなかよし なつとなかよし あきとなかよし／いきものだいすき ふゆとなかよし／もうすぐ2年生

業 単元構成 げんきにそだてわたしのはな はるのいきもの なつのいきもの かわあそび・みずあそび あきのいきもの あきみつけ あきみつけ ふゆのいきもの ふゆみつけ もうすぐ2年生

校 関連する内容 ア学サ校ガ・畑オ・の林栽培／観察 学校プール 校庭•高津川 校アサ庭ガ、カオンのト観リ察ー／パ●ー採クり、うしのしつぼ どんぐり、落ち葉、虫 風地車域の、凧お揚寺げ、校庭、雪 雪、氷、寒さ 学校・保育園

子どもの姿 新心理しい的構安成心メ感ンをバもーてでてのい関る係かづくり 興新時た関な心環^境の（ア学ン校テ）でナの自分の存在、自己表現 興集味団関で心協働を抱していいたくここととにへ対のし喜てびトライ＆エラー 授自自分業己ののを課通思題いじてやに様興他者々味な関を心巻ヒをきト広込コトんげモでてノ解いを決く面して白がいるく

キーワード 何教指サ員ー示よクのりしルもす言信タぎ葉イ頼ながム関いけ（係机•、教安愛椅え心情子すし・の教ぎて配員な遊置のいび、余マ込白ッめ子（トる合と（ 
選＇やI想な道択いど具肢に）：傾を協複聴わ働数すく／わ持る対くつ話は子がてど発なも生たしちやのす納い得環感燒（設す定ぐにダメではない、理由がある）

何わ子コンよどくわピもりテもくたは信ンちシて頼目ーな関線ベ係のー•環や愛ス壊っ情で設て・g Uるの自余発白的（に余裕自分）・た選ち択か肢らを取複り数組持むつ環燒設定／授業構成 教員の言葉がけの質 何多わ様よくわ性りもくを信は受て頼けな関止係め•る面愛言白情葉そ・教がう員け！のや ま 遠、，•裕姿ま）勢ざ・選る択お肢互をい複の数信持頼つ関係
みよ！

•ト生カゲき・物カナ探八ピし・幼虫・ミミズ•おたまじゃくし・はんみょう・カニ・くわがた・かぶとむし•さかな・パッタ・こおろぎ・キリギリス・鈴虫 ・ルールのある遊び
鬼ごっこ•増え鬼・ドロケイ・

・つ山く菜し・よつもみぎ・わらび・ぜんまい・タラの芽•こごみ・こしあぶら ・山菜つみ ひ•生きがきえ物る・探かえしるの卵しいたけ・きのこ

遊 び活動

． 果しく実りんつぼみ な・果つめ実・ブつルみーベリー・いちじく・柿・栗・くるみ・銀杏・むかご・がまずみ・ゆず・みかん・冬いちご・びわ・すもも・野いちご

・土遊び・泥遊び・水遊び ・川遊び ・たき火 ・雪遊び•そり遊び

う
新自分しいを構だ成すメ、表ン現バすーるでの関係作り 言葉自で分自の分立のち気位持置ちをや確感立情しをて伝いえくられる

仲間意識の芽生え 結束力、助け合う 1仲間意識の深まり ルールのある遊び''-関心が強まる
仲我慢間意す識る力の深、辛まいりこと、嫌な事にも挑戦しようと人思をう力受け入人れをる思いやるカ・認め合うカ

し 子どもの姿

の
子子大年ど長ん人どどな元ももがか日目こ解と蜘凶士決がでIさ•JJ起闘せうLまこ、わよ新っくうりたていがといか以見するな日るらC0いれの必，且とるで坦山とまは中が窮でな起で心lく士こき、大と互っ士るAいた札よlがlる勘う帆状姿に合田況は努lJ廷、めにそ圏る属れ。蝉わぞでるれき。山る杖よ,う.. なて言れ菓ぞをれかにけ伝てえい、く今。し

っ
ぽ

キーワード


